
（別紙３）

～ 令和　８年　１月　１８日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和　８年　１月　２５日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年数を重ねる事で療育や集団活動で使用している物品の経年

劣化が見られている。その為、職員で可能な限りは修繕等は

行うが、難しい範囲のものに関しては購入、業者に修繕の依

頼する等の措置を取り、事業所内を綺麗に保ち利用者だけで

なく全員が利用しやすい環境、整備が必要。
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3

○事業所名 社会福祉法人神原苑　小野田障害デイサービスセンター

○保護者評価実施期間
令和　８年　１月　５日

○保護者評価有効回答数

令和　８年　１月　１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　２月　５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学校ではタブレットを使用して学習を取り入れている。事業所

ではタブレットの電子機器がなく、紙媒体等で療育活動を行っ

ている為、療育課題に限度がある。

未就学児の新規問い合わせはあるが、小学校に上がるタイミン

グでの利用開始となる為、現在契約者がいない状態である。広

報活動等を通して契約者を獲得する必要がある。

保護者のメールアドレスの登録はしているが、あまり活用でき

ておらず保護者の連絡手段は電話がメインとなっている。保護

者と連絡が取りあえ、すぐ発信出来るようなスマートフォンの

アプリでの活用があれば良いと思う。

事業所における自己評価総括表公表


